
   

“戊辰戦争の戦跡を訪ねて” 
    いよいよラストツアー開催 

維新後の会津の歴史を左右した戊辰戦争の戦跡を訪ねた
過去３回のツアーでは、母成峠～猪苗代湖畔十六橋～戸の

口原～強清水～沓掛峠～金堀～滝沢峠～飯盛山へと城
下・若松へと歩を進めてきました。今回のツアーでは一か月に
わたる籠城戦の末敗れた会津の人々に思いをはせ会津若松
市南東部の東山・小田山周辺を歩きます。落城の際に自刀し
た人、会津の地を後に新しい土地で新しい時代を生き抜いた
人々のお墓を巡りながら、今一度戊辰戦争とはなんだったの
か、それまでの会津・その後の会津について考えてみたいと思
います 

 

 

２０１４いなわしろツアー 
宝をめぐる小さな旅 

『会津での戊辰戦争の残像を巡る』 

日  時：１１月１８日（火）９：３０～１５：００（小雨決行） 
集  合：東山温泉駐車場（武家屋敷斜め向かい）    

服   装：ハイキングに適した服装で歩きやすい靴 
持 ち 物：飲み物・雨具・帽子・防寒対策品など 

参 加 費：２５００円（昼食・保険代を含む） 
定  員：２０名（先着順）  
ガ イ ド：五十嵐定信氏（いなわしろ伝保人会） 
見学箇所：天寧寺 小田山（葦名一族・柴四郎、五郎・丹羽家・田中玄宰の

墓 西軍砲台跡）大窪墓地など 
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２０１４ いなわしろツアー 

参加申込・お問い合わせ 

電 話 ０２４１－２３－７８６０ 
    メール  info@eco-urabandai.com 
※締切りは講座の前日です。準備等ございますので予めお申込み頂きます様お願い致します。 

 

 
 

裏磐梯 
エコツーリズム 
協会の考え方 

裏磐梯エコツー
リズム協会は、「人
と自然」 「人と人」 
のつながりを取り
戻し、地域の自然や
文化を守りながら
伝え、地域全体が元
気になるような新
しい観光と地域作
りを進めます。 

 

裏磐梯エコツーリズム通信  60 号 

 

裏磐梯エコツーリズム協会の 
ニュースレター 

２０1４年 10月 
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岩城里江子

さん 
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オンコンサ

ート～ 

北塩原村を始め、
磐梯山周辺に住む多
くの方々がご承知の
ように、裏磐梯には
“五色沼”という名
の単独の沼はありま
せん。磐梯山の北麓、
東の毘沙門沼から西
の柳沼までを往く、
遊歩道沿いに点在す
る湖沼群がこう呼ば
れています。これは
明治 21年の噴火の際
の岩なだれによるも
ので、周囲のアカマ
ツ林と青色を基調と
した美しい沼々の対
比は、訪れる誰をも
魅了しています。 
 私たちの宝とも言
うべきこの湖沼群
も、このまま放置し
ておけばやがては周
囲のやぶに隠されて
しまいます。今、私
たちの手で適切に保
全していかなければ
ならない財産なので
す。 

裏面もご覧ください 

『会津での戊辰戦争の残像を巡る』 

ふるさとの宝 

五 色 沼 

    湖沼群 

 
 

会津激動の時代
を、肌で感じな
がら歩いてみま
しょう！ 

鶴ヶ城           写真提供：有)写真五色 

mailto:info@eco-urabandai.com


   

１０月４日、(株)ニチレイさん（当協会賛助会員）の
社員研修が行われました。午前は「国立公園ってどんな
ところ」座学と檜原湖畔探勝路における磐梯山噴火後の
植生変化（自然回復状況）について視察、午後には当会
でも力を入れているウチダザリガニ駆除活動にご協力
頂きました。少し肌寒く小雨にあいましたが、現在の裏
磐梯の状況、課題等をご理解いただく事が出来ました。
ちなみにザリガニ駆除活動では多数を捕獲、外来生物に
関するお話をしながら美味しくいただきました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとの宝ガイド冊子 

コース案内チラシパンフができました 

 

ばんだいの宝発

見講座“冬の野鳥

を見に行こう” 

 

 

裏磐梯エコツーリズム協会 
〒９６９－２７０１福島県耶麻郡北塩原村大字桧原字小野川原１０９２-６５ 
TEL：０２４１-２３-７８６０ 携帯：０８０-２８２７-１６８７ FAX：０５０-７５４１-２４１１ 
Mai l： in fo@eco-urabandai .com  http ://www.eco-urabandai .com 

裏磐梯エコツーリズム通信 Vol.６０号 

 

 

活 動 報 告 

ばんだいの『宝』発見講座 

 

調査風景 

活 動 報 告 

(株)ニチレイ社員研修 協力 
＆ 

ウチダザリガニ駆除大作戦 

 

「ばんだいの 

宝 発見講座」 
 
「ばんだいの宝」発
見講座とは、皆さん
と共に、磐梯の宝を
たくさん発見して
いく活動です。 
この講座では、観

光地としての魅力
（自然・歴史・文
化・人材）を掘り起
こし、それを学び、
守り、伝える活動を
通し、質の高いサー
ビス（おもてなし）
の提供を可能にす
る事を目的とし、住
民総ガイドを目指
しています。 
講座には、どなた

でも参加できます。
ぜひ、一緒に磐梯の
宝を再発見・再認識
いたしましょう！ 

 

 

 

 

源流域裏磐梯の 
水を守ろう！ 

 

「飲 み 残 し 
ゼ ロ 運 動」 

展開中！ 
 
ペットボトル、缶

コーヒーなど、日頃
つい残してしまう
飲み物を流してし
まうと、きれいな水
に戻すにはその数
倍の水を必要とし
ます。油に気を使う
だけでなく、ふだん
の飲み物にも気を
使いたいですね。 
ご協力お願いいた
します。 

エコツーカフェ開催 ご案内 
「みんなで話そうこれからの裏磐梯」 
１９トレッキングコース検討会を昨年２回開催し、多くのご意見をいただき、

「裏磐梯をより魅力的なエリアにしたい」そんな思いを持つ方がたくさんいらっ
しゃる事や「地域全体で取り組めばもっとよくなるのに」という思いを持ちまし
た。現在、裏磐梯では各組織がそれぞれの視点で話し合い・活動をおこなってい
る状況のように感じられます、今回いろいろな立場の方々が一堂に会して話をす
る事で、目的などの違いからくる意見の食い違いなどが少しでも解消でき、前に
一歩進む事が出来るかもしれません。「裏磐梯をよくしたい思いは同じです」日頃
感じていることなど、いつもと違う人達と顔を合わせた意見交換の場、明日のた
めに話をしに来ませんか。 
日 時 ： １１月２６日 （水）     午後 １３：３０～１６：００ 
場 所 ： 裏磐梯自然活用センター 

 

 

9 月 28 日、本会と立教大・文教大・福島大とのコラ
ボレーション企画として《うんめえところ まるごといた
だきます》里 山 さ 行 ぐ べ !!～大塩探訪～を実施しま
した。お天気にも恵まれた今講座は、まず大塩裏磐梯温
泉「米澤屋」五十嵐秀二さんによる温泉と山塩のただな
らぬ関係の解説から始まり、柏木城のスケールの大きさ
を歩きながら感じたり、大久保集落にあるグダ沼では、
地元の方が冷やしてくださっていたトマト・きゅうり、
さらに秋の味覚、栗や枝豆とたくさんの“うんめえもの”
をごちそうになりました。   
その後、集落内にある立派な土蔵を巡りながら、庭先

の秋の花々、黄金に輝く棚田、たわわに実った栗の木な
どなど、心がゆったりするような風情あふれるコースで
した。地域活性化センターに戻ると、地元のおばあちゃ
ん達手作りのオニギリやトン汁・漬物・かぼちゃの煮も
のなど、溢れんばかりの“うんめえもの”を戴きました。
今回は三大学との共同企画でしたので、多くの学生さん
の参加もあり若いちからを感じながらの、暖かさ溢れる
笑顔が一杯の講座でした。ご協力頂いた皆様、本当にあ
りがとうございました。 

http://www.eco-urabandai.com/ecotour_college/entry4943.html/attachment/dscn7509
http://www.eco-urabandai.com/ecotour_college/entry4943.html/attachment/dscn7513
http://www.eco-urabandai.com/ecotour_college/entry4929.html/attachment/file0003
http://www.eco-urabandai.com/preserve_nature/nature_urabandai/entry4950.html/attachment/dscn7559
http://www.eco-urabandai.com/preserve_nature/nature_urabandai/entry4950.html/attachment/dscn7553

